
 

 

 

 

 

 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
 

期 日 令和２年７月２９日（水） 

                    時 間 午後１時３０分から午後３時まで 

                    場 所 宮崎観光ホテル西館８階「ブリリアントホール」 

 

 
 
 

１ 開 会 
    

２ 挨  拶 

   〇 県障がい福祉課 課長 重盛 俊郎 
 

３ 委員紹介 
 
  ４ 委員長・副委員長の紹介 
 

５ 報告・説明事項 

 ⑴ 宮崎県準備委員会準備経過について 

 ⑵ 宮崎県準備委員会決定事項について 

 ⑶ 第２６回全国障害者スポーツ大会における競技運営主管団体について 

 ⑷ 第２６回全国障害者スポーツ大会における会場地選定の進め方について 

 

６ 協議事項 

⑴ 第２６回全国障害者スポーツ大会に向けた取組について（課題の整理） 

    ① 選手・チームの育成・強化について 

    ② 競技役員の養成について 

    ③ ボランティアの養成について 

    ④ その他 

 

  ７ その他 

 

８ 閉  会 

第 ８ １ 回 国民 ス ポ ー ツ大 会 ・ 

第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮 崎 県 準 備 委 員 会 

次 第 



【委員】　 (順不同・敬称略）

区分 所属 役職 氏　　名

　宮崎県障がい者スポーツ協会 チャレンジドスポーツディレクター 木 下 理

  公益財団法人宮崎県スポーツ協会 事務局次長 横 山 美 和

　宮崎県障がい者スポーツ指導者協議会 会長 中 武 久 美 子

　一般財団法人宮崎陸上競技協会 副理事長 湯 前 英 則

　一般財団法人宮崎県水泳連盟 理事 財 津 優

　宮崎県アーチェリー協会 理事長 眞 方 佑 輔

　宮崎県卓球協会 理事長 吉 薗 孝 雄

　宮崎県障害者卓球連盟 理事 山 口 利 信

　宮崎県障害者フライングディスク協会 事務局長 藤 本 啓 介

　宮崎県ボウリング連盟 理事長 原 口 宏 史

　宮崎県ボッチャ協会 事務局長 水 野 啓 三

　一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 監事 中 村 彰 成

　宮崎県車椅子バスケットボール連盟 会長 甲 斐 義 喜

　宮崎県ソフトボール協会 理事長 平 本 修

　宮崎県バレーボール協会 副理事長 長 友 久 夫

　一般社団法人宮崎県サッカー協会
常務理事兼
事業・広報委員会委員長

金 川 敏 洋

　宮崎県特別支援学校長会 副会長 中 島 浩 美

　公立大学法人宮崎県立看護大学 教授 串 間 敦 郎

　社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 事務局次長兼地域福祉部長 坂 本 雅 樹

　一般社団法人宮崎県身体障害者団体連合会 副会長 倉 山 幸 一

　一般社団法人宮崎県手をつなぐ育成会 副会長 井 上 あ け み

　宮崎県精神保健福祉連絡協議会 事務局長 赤 崎 圭 一 郎

　公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 事務局長 野 中 求

　社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会 理事　 堀 田 享 志

　宮崎県知的障害者施設協議会 会長 三 原 基 秀

市町村 　会場地市町村

　教育庁特別支援教育課 課長 松 田 律 子

　教育庁スポーツ振興課 課長 押 川 幸 廣
県

※会場地決定後、就任予定

学校関係

医療・福祉

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会
宮崎県準備委員会

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会

スポーツ
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第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月２９日（水） 

宮崎観光ホテル 西館８階 ブリリアントホール 

 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・ 

第２６回全国障害者スポーツ大会 

あ 宮 崎 県 準 備 委 員 会 

報告・説明資料 



１ 報告 
 
 （１）宮崎県準備委員会準備経過                 ・・・・・Ｐ１ 
 
 （２）宮崎県準備委員会決定事項  
 
  【第５回常任委員会】 
 
   ○ 第８１回国民スポーツ大会準備総合計画改正        ・・・・・Ｐ３ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会会場地市町村第５次選定     ・・・・・Ｐ６ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会会場地市町村第６次選定     ・・・・・Ｐ７ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
     県民運動基本方針                    ・・・・・Ｐ８ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
     愛称・スローガン最優秀作品及び優秀作品         ・・・・・Ｐ９ 
 
  【第６回常任委員会】 
   
   〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会     
     開催基本構想（素案）                  ・・・・・Ｐ１０ 
    
   〇 第８１回国民スポーツ大会正式競技会場地市町村第７次選定 ・・・・・Ｐ１１ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会公開競技会場地市町村第 1次選定 ・・・・・Ｐ１２ 
   
   〇 第８１回国民スポーツ大会総合開・閉会式会場地選定    ・・・・・Ｐ１３ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
     宮崎県準備委員会専門委員会規定改正           ・・・・・Ｐ１７ 
 
   〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
     会場地市町村選定基本方針及び会場地市町村選定基準改正  ・・・・・Ｐ２１ 
 
   〇 第２６回全国障害者スポーツ大会 

県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針     ・・・・・Ｐ２５ 
 

 （３）第２６回全国障害者スポーツ大会における 
競技運営主管団体について                 ・・・・・Ｐ２８ 
 
   

２ 説明 
 
 （１）第２６回全国障害者スポーツ大会における会場地選定の 

進め方について                      ・・・・・Ｐ２９ 

（別冊） 



 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会準備経過 
年  月  日 内                 容 

平成２７年 １月１４日 

 

公益財団法人宮崎県体育協会（以下「県体協」という。）臨時理事会及び評議員

会において、「平成３８年第８１回国民体育大会の宮崎県開催招致」を決議 
 

２月１２日 

 

県体協が県、県議会及び県教育委員会に「平成３８年第８１回国民体育大会の

宮崎県開催招致要望書」を提出 
 

２月２５日 

 

知事が第４回県議会定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び

第２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致」を表明 
 

３月１３日 

 

第４回県議会定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６

回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を全会一致で議決 
 

３月１６日 

 

定例教育委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回全

国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を議決 
 

４月１７日 

 

知事が文部科学省に「平成３８年第８１回国民体育大会開催要望書」と「平成

３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 

 知事が公益財団法人日本体育協会（以下「日体協」という。）に「平成３８年

第８１回国民体育大会開催要望書」を、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

に「平成３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 
 

６月１１日 

 

日体協第１回国体委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申

請書提出順序了解県」として承認 
 

７月２２日 

 

日体協第３回理事会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申請書

提出県」として了解（宮崎県開催が内々定） 
 

平成２８年 ４月 １日 宮崎県教育庁スポーツ振興課に国体準備担当を設置 
 

平成２９年 ４月 １日 宮崎県教育庁に国体・高校総体準備室を設置 
 

１０月３０日 第８１回国民体育大会宮崎県準備委員会設立総会・第１回総会及び第１回常任

委員会を開催 
 

１１月１４日 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会を開催 
 

１１月１７日 第１回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１４日 第１回市町村担当者会議及び第１回競技団体担当者会議を開催 
 

平成３０年 ４月 １日 宮崎県総合政策部に国体準備課を設置 
 

５月２２日 第２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ９日 第２回常任委員会及び第２回総会を開催 
  

７月２４日 第１回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

 
 

［報告事項１］ 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
報告事項１ 
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年  月  日 内                 容 

７月３１日 第２回市町村担当者会議及び第２回競技団体担当者会議を開催 
 

１０月２９日 第３回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１９日 第２回競技運営専門委員会及び第２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

平成３１年 １月３１日 第３回常任委員会を開催 
 

２月 ６日  第４回総務企画専門委員会を開催 
 

３月１５日  第３回市町村担当者会議及び第３回競技団体担当者会議を開催 
 

４月 １日 国体準備課を国民スポーツ大会準備課に改称 
 

令和元年 ５月３０日  第５回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 １日 

 

 

第４回常任委員会及び第３回総会を開催 

 「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備 

委員会」に改称 
 

７月 ９日 
 

第３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

８月 ２日 
 

第１回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

８月２８日 第４回市町村担当者会議及び第４回競技団体担当者会議を開催 
 

１１月１２日 
 

第６回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１６日 
 

第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月１７日 第２回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

１２月２０日 第５回市町村担当者会議及び第５回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

令和２年 １月１６日 
 

第１回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

      １月３１日 
 

第７回総務企画専門委員会を開催 
 

      ２月 ５日 
 

第４回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

      ２月 ７日 
 

第３回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

      ２月１７日  第５回常任委員会を開催 
 

 ３月１８日 
 

 

 第６回市町村担当者会議及び第６回競技団体担当者会議 

 ※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止（資料配布のみ） 
 

      ６月２５日 
 

第８回総務企画専門委員会を開催 
 

      ６月２５日 
 

      ７月 ６日 
 

第２回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

第６回常任委員会を開催 
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第５回常任委員会 

決定事項 



 

 

 

 

 

第８１回国民スポーツ大会開催準備総合計画改正 

 

第８１回国民スポーツ大会開催準備総合計画を次のとおり改正する。 

 

１ 改正の理由 

  第８１回国民スポーツ大会及び第２６回全国障害者スポーツ大会の一体的な開催準

備を推進するに当たり、両大会共通の開催準備総合計画とするため。 

 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり 

  ※計画名の改称と第２６回全国障害者スポーツ大会に係る計画の追加 

 

３ 施行日 

  令和２年２月１７日 

令和 2 年(2020 年)2 月 17 日 
第 ５ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第８１回国民スポーツ大会会場地市町村第５次選定 

   第８１回国民スポーツ大会開催基本方針、会場地選定基本方針、会場地選定基準及び会場地

市町村選定の進め方に基づき、市町村と競技団体の開催希望が合致したものを第５次選定とす

る。 

 

  注） 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したもの 

    であり、今後、中央競技団体視察の結果等により、会場の追加・変更等が生じる場合 

    がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年(2020 年)2 月 17 日 
第 ５ 回 常 任 委 員 会 決 定 

番号 競技（種目） 種 別 市町村 開催予定施設 

１ 水泳 
オープンウォーター 
スイミング 

全種別 延岡市 （仮称）下阿蘇ビーチ特設会場 

２ ホッケー 全種別 都農町 都農町藤見公園 

３ ソフトボール 成年男子 

延岡市 西階野球場 

門川町 門川海浜総合公園野球場 

４ 柔道 全種別 延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 

５ スポーツクライミング 

リード 

全種別 木城町 

（仮称）木城町体育館特設会場 

ボルダリング 木城町体育館 

６ 空手道 全種別 宮崎市 宮崎県武道館 
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第８１回国民スポーツ大会会場地市町村第６次選定 

   第８１回国民スポーツ大会開催基本方針、会場地選定基本方針、会場地選定基準及び会場地

市町村選定の進め方に基づき、市町村と競技団体の開催希望が合致したものを第６次選定とす

る。 

 

  注） 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したもの 

    であり、今後、中央競技団体視察の結果等により、会場の追加・変更等が生じる場合 

    がある。 

 

 

令和 2 年(2020 年)2 月 17 日 
第 ５ 回 常 任 委 員 会 決 定 

番号 競技（種目） 種 別 市町村 開催予定施設 

１ 卓球 全種別 宮崎市 宮崎市総合体育館 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

県民運動基本方針 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会(以下「大会」という。) 

の県民運動は、「スポーツの持つ力と可能性」により、広く県民に元気・勇気・感動を与

え、県民総参加型による“おもてなしの心”あふれる大会の実現を目指して、次の方針に

基づき展開する。 

この大会の開催を契機に、スポーツの普及・振興を図り、県民の健康増進や生きがいづ

くりに取り組むとともに、本県の多彩な魅力の発信やスポーツを生かした「未来のみやざ

き」づくりを推進する。 

 

１ すべての県民が、大会やイベント、ボランティア活動などに主体的に参加し、地域が 

一体となって大会を盛り上げる。 

 

２ すべての県民が、来県者等を“おもてなしの心”で温かく迎える。 

 

３ すべての県民が、スポーツとの関わりを通じ、スポーツの素晴らしさを体感し、生涯 

 にわたりスポーツ活動に親しむ。 

 

４ すべての県民が、来県者等との交流を通じて、宮崎県の多彩な魅力を全国へ向けて発 

 信する。 

 

 

 

令和 2 年(2020 年)2 月 17 日 
第 ５ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

愛称・スローガン最優秀作品及び優秀作品 

 
１ 募集期間 

  令和元年８月１２日（月）から令和元年９月３０日（月）まで 

 

２ 応募者数及び応募作品数 

  応 募 者 数  ６，５１２人 

  応募作品数 １０，７３８点（愛称：５，４５１点／スローガン５，２８７点） 

 

３ 最優秀作品及び優秀作品 

 （１）愛称   

区 分 作 品 応募者 

最優秀作品 日本のひなた宮崎国スポ・障スポ 
安藤
あんどう

 慎
しん

 

宮崎市在住 

宮崎大学教育学部附属中学校３年 

優 秀 作 品 

ひなたスマイルみやざき国スポ・障スポ 

ひ

口
ぐち

 麻耶
ま や

 

 宮崎市在住 

主婦 

ひなたに来んね！みやざき国スポ・障スポ 
鈴木
す ず き

 冨士夫
ふ じ お

 

埼玉県ふじみ野市在住 

自営業 

てげよか宮崎国スポ・障スポ 
川畑
かわばた

 光陽
ひ か る

 

小林市在住 

小林市立野尻中学校２年 

 

 （２）スローガン 

区 分 作 品 応募者 

最優秀作品 紡ぐ感動 神話となれ 
原口
はらぐち

 杏奈
あ ん な

 

 都城市在住 

宮崎県立都城西高等学校２年 

優 秀 作 品 

翔べ フェニックスの翼に乗って 
松尾
ま つ お

 隆之
たかゆき

 

福岡県福岡市在住 

自営業 

呼びおこせ感動の波を日向
ひ な た

から 

森屋
も り や

 佑
ゆう

香
か

 

宮崎市在住 

宮崎市立生目中学校２年 

ひなたから 未来へつなぐ ゆめ感動 
保岡
やすおか

 直樹
な お き

 

東京都世田谷区在住 

自営業 

 

 

令和 2 年(2020 年)2 月 17 日 
第 ５ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第６回常任委員会 

決定事項 
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第８１回国民スポーツ大会 正式競技 会場地市町村第７次選定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 競技（種目） 種 別 市町村 開催予定施設 

１ 陸上競技 全種別 都城市 （仮称）新宮崎県陸上競技場 

２ 水泳 
競泳 全種別 

宮崎市 （仮称）新宮崎県プール 
水球 全種別 

３ 体操 
競技 全種別 

延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 
新体操 全種別 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第８１回国民スポーツ大会 公開競技 会場地市町村第１次選定 

    

  注） 開催予定施設は、現時点で競技を開催できる能力を有する施設として判断したもの 

    であり、今後、会場等の変更等が生じる場合がある。 

 

番号 競 技 種 別 市町村 開催予定施設 

１ 綱引 全種別 日南市 日南総合運動公園多目的体育館 

２ 武術太極拳 全種別 延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 

３ パワーリフティング 全種別 延岡市 （仮称）新宮崎県体育館 

４ バウンドテニス 全種別 都城市 早水公園体育文化センター 

５ エアロビック 全種別 木城町 木城町体育館 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第８１回国民スポーツ大会 総合開・閉会式 会場地選定 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 開催予定施設 

総合開・閉会式 
（仮称）新宮崎県陸上競技場 

【雨天時：都城市総合文化ホール】 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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赤･･･正式競技
青･･･公開競技

第８１回国民スポーツ大会会場地市町村選定状況一覧【市町村別】

・水泳（オープンウォータースイミング）
・バレーボール（６人制）<成年女子>
・体操（競技・新体操）
・軟式野球
・柔道
・ソフトボール <成年男子>
・武術太極拳
・パワーリフティング

延岡市

・軟式野球
・ソフトボール <成年男子>

門川町

・バレーボール（ビーチバレー）
・軟式野球
・ソフトボール <少年男子・少年女子>

日向市

・ホッケー

都農町

・軟式野球
・バドミントン

高鍋町

・サッカー<少年男子>
・ボート

新富町

・水泳（競泳、水球）
・テニス
・ハンドボール <少年男子・少年女子>
・自転車（トラック）
・ソフトテニス <少年男子・少年女子>
・卓球
・ライフル射撃（ＣＦＰ）
・ラグビーフットボール
・空手道
・ボウリング
・ゴルフ

宮崎市

日南市

串間市

・銃剣道

三股町

・総合開・閉会式
・陸上競技
・バレーボール（６人制） <少年男子>
・バスケットボール <成年男子・成年女子>
・ソフトテニス <成年男子・成年女子>
・バウンドテニス

都城市

・アーチェリー

高原町

・バレーボール（６人制） <少年女子>
・体操（トランポリン）
・ウエイトリフティング

小林市

えびの市
・フェンシング

国富町

五ヶ瀬町

・剣道

高千穂町

延岡市日之影町

高千穂町

五ヶ瀬町

諸塚村

門川町

美郷町
椎葉村

西米良村

日向市

都農町

川南町

高鍋町

新富町

宮崎市

日南市

串間市

三股町

都城市

小林市

高原町

えびの市
綾町
国富町

西都市

木城町

日之影町
・なぎなた

木城町
・スポーツクライミング
・エアロビック

・サッカー <少年女子>
・軟式野球

西都市

綾町
・サッカー <成年男子>
・ハンドボール <成年男子・成年女子>
・馬術

・相撲

・ボクシング

川南町
・軟式野球
・トライアスロン

・弓道

・バレーボール（６人制）<成年男子>
・レスリング
・セーリング
・高等学校野球
・綱引

参 考
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市町村

都城市

番号 種　別 市町村

1 全種別 都城市

全種別 宮崎市

全種別

全種別 宮崎市

少年女子

全種別 延岡市

成年男子 綾町

少年女子 西都市

少年男子 新富町

4 全種別 宮崎市

5 全種別 新富町

6 全種別 都農町

7 全種別 えびの市

成年男子 日南市

成年女子 延岡市

少年男子 都城市

少年女子 小林市

全種別 日向市

全種別

全種別

全種別 小林市

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

11 全種別 日南市

12 全種別 日南市

13 全種別 小林市

成年男女 綾町

少年男女 宮崎市

全種別 宮崎市

全種別

成年男女 都城市

少年男女 宮崎市

17 全種別 宮崎市

延岡市

日向市

高鍋町

川南町

門川町

西都市

成年男子

西階野球場

18 軟式野球

お倉ヶ浜総合公園野球場

高鍋総合運動公園ＭＡＳＵＤＡスタジアム

川南町運動公園野球場

門川海浜総合公園野球場

西都原運動公園野球場

16 ソフトテニス
（仮称）都城運動公園庭球場

生目の杜運動公園テニスコート

卓球 宮崎市総合体育館

14 ハンドボール

綾てるはドーム

宮崎市佐土原体育館
宮崎市天ヶ城公園体育館
宮崎市清武体育館

15 自転車
トラック ひなた宮崎県総合運動公園自転車競技場

ロード

セーリング 日南市大堂津ヨット競技場

ウエイトリフティング 小林市文化会館

10 バスケットボール

都城市

早水公園体育文化センター

早水公園体育文化センター
高城運動公園総合体育館
高崎総合公園総合体育館

9 体操

競技

新体操

トランポリン 小林市市民体育館

レスリング 日南総合運動公園多目的体育館

延岡市 （仮称）新宮崎県体育館

ボクシング えびの市民体育館

8 バレーボール
６人制

日南市北郷体育館

（仮称）新宮崎県体育館

早水公園体育文化センター

小林市市民体育館

ビーチバレーボール （仮称）お倉ヶ浜海岸特設会場

ホッケー 都農町藤見公園

オープンウォータースイミング （仮称）下阿蘇ビーチ特設会場

3 サッカー

綾国際交流広場サッカー場
綾町自然休養村公園小田爪多目的競技場

清水台総合公園多目的広場

（仮称）新富町フットボールセンター

2 水泳

競泳 （仮称）新宮崎県プール

飛込

水球 （仮称）新宮崎県プール

アーティスティックスイミング

第８１回国民スポーツ大会会場地市町村選定状況一覧【競技別】

【正式競技】
競技(種目) 開催予定施設

陸上競技 （仮称）新宮崎県陸上競技場

テニス ひなた宮崎県総合運動公園庭球場

ボート 富田浜漕艇場

【開・閉会式】
開催予定施設

（仮称）新宮崎県陸上競技場
【雨天時：都城市総合文化ホール】

内　　容

総合開・閉会式

参 考
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番号 種　別 市町村

19 全種別 五ヶ瀬町

20 全種別 綾町

21 全種別 国富町

22 全種別 延岡市

延岡市

門川町

成年女子

少年男子

少年女子

24 全種別 高鍋町

全種別

全種別

全種別

全種別

全種別

成年男子 宮崎市

27 全種別 高千穂町

成年男子

女子

少年男子

全種別

全種別

全種別

31 全種別 高原町

32 全種別 宮崎市

33 全種別 三股町

34 全種別 日之影町

35 全種別 宮崎市

成年男子

女子

少年男子

37 全種別 川南町

番号 種　別 会場地

ー

ー

番号 種　別 会場地

1 全種別 日南市

2 全種別

3 全種別 延岡市

4 全種別 延岡市

5 全種別

6 全種別 都城市

7 全種別 木城町 木城町体育館

ゲートボール

綱引 日南総合運動公園多目的体育館

（仮称）新宮崎県体育館

（仮称）新宮崎県体育館

早水公園体育文化センター

エアロビック

バウンドテニス

グラウンド・ゴルフ

パワーリフティング

武術太極拳

【公開競技】
競　　技 競技会場

1 高等学校野球
硬式

日南市
天福公園野球場
日南総合運動公園野球場
南郷中央公園野球場軟式

トライアスロン （仮称）川南漁港特設トライアスロン会場

【特別競技】
競　　技 競技会場

36 ゴルフ 宮崎市

宮崎レイクサイドゴルフ倶楽部

宮崎カントリークラブ

ハイビスカスゴルフクラブ

銃剣道 三股町武道体育館

なぎなた 日之影町立日之影中学校体育館

ボウリング 宮崎エースレーン

ワイルドウォーター

アーチェリー 高原町総合運動公園多目的芝生広場

空手道 ひなた宮崎県総合運動公園ひなた武道館

木城町
（仮称）木城町体育館特設会場

ボルダリング 木城町体育館

30 カヌー

スプリント

スラローム

29 スポーツクライミング
リード

全種別

剣道 高千穂町武道館

28 ラグビーフットボール
７人制

宮崎市
ひなた宮崎県総合運動公園ラグビー場
ひなた宮崎県総合運動公園第３競技場

１５人制

26 ライフル射撃

５０ｍ

１０ｍ・ＡＰ

ＢＲ・ＢＰ

ＣＦＰ 宮崎県警察学校射撃場

25 弓道
近的

串間市
串間市営弓道場

遠的 （仮称）串間市総合運動公園特設競技場

門川海浜総合公園野球場

日向市
お倉ヶ浜総合公園広場
お倉ヶ浜総合公園野球場

バドミントン 井上商店スポーツセンター高鍋町総合体育館

フェンシング アリーナくにとみ

柔道 （仮称）新宮崎県体育館

23 ソフトボール

成年男子
西階野球場

競技(種目) 開催予定施設

相撲 五ヶ瀬町総合公園Ｇパーク五ヶ瀬ドーム

馬術 綾馬事公苑
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程改正 
 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会

専門委員会規程を次のとおり改正する。 

 

１ 改正の理由 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会の開催準備を総

合的・効率的に推進するため、「宿泊・衛生専門委員会」「輸送・交通専門委員会」

「式典専門委員会」を設置する。 

 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり 

 

３ 施行日 

  令和２年７月６日 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程 

 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮

崎県準備委員会会則第１４条第３項の規定に基づき、専門委員会（以下「委員会」と

いう。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員会の種類等） 

第２条 委員会の種類並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表のとおり 

とする。 

（役員） 

第３条 委員会に次の役員を置く。 

 （１）委 員 長 １名 

 （２）副委員長 １名 

２ 委員長及び副委員長は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ

大会宮崎県準備委員会会長(以下「会長」という｡)が委嘱する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

３ 委員長は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴

くことができる。 

（部会） 

第５条 委員会は、運営上必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、委員長が定める。 

（委任） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が会

長の承認を得て別に定める。 

   附 則  

 この規程は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成３０年７月９日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和元年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、令和２年７月６日から施行する。 

平成 29 年(2017 年)10 月 30 日

第 １ 回 常 任 委 員 会 決 定 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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別表（第２条関係）  

委員会名 付託事項 委任事項 

総務企画専門委員会 

 

１ 総合的な計画の立案に関するこ

と。 

２ 会場地選定に関すること。 

３ 県及び会場地市町村の業務分担に

関すること。 

４ 他の専門委員会に属さない重要な

事項に関すること。 

１ 総合的な計画の推進に関するこ

と。 

２ 文化プログラムに関すること。  

３ 他の専門委員会に属さない事項に

関すること。 

競技運営専門委員会 

 

１ 競技運営等の基本的事項に関する

こと。 

２ 競技運営に係る計画の立案に関す

ること。 

３ 競技用具の整備計画の事項に関す

ること。 

４ その他の競技運営に係る重要な事

項に関すること。 

１ 競技運営に係る計画の推進に関す

ること。 

２ 競技役員等の養成及び編成に関す

ること。 

３ 競技用具整備の推進に関するこ

と。 

４ デモンストレーションスポーツに

関すること。 

５ リハーサル大会に関すること。 

６ 競技記録に関すること。 

７ その他競技運営に関すること。 

施設整備専門委員会 

 

１ 競技施設及び関連施設の基本的事

項に関すること。 

２ 開・閉会式会場及び関連施設整備

の基本的事項に関すること。 

３ 情報通信施設の基本的事項に関す

ること。 

４ その他施設に係る重要事項に関す

ること。 

１ 競技施設及び関連施設の調査、調

整等に関すること。 

２ 開・閉会式会場及び関連施設の調

査、調整等に関すること。 

３ 情報通信施設の調査、調整等に関

すること。 

４ その他施設に係る調査、調整等に

関すること。 

広報・県民運動 

専門委員会 

１ 広報の基本的事項に関すること。 

２ 県民運動の基本的事項に関するこ

と。 

３ その他広報及び県民運動に係る重

要な事項に関すること。 

１ 広報及び啓発の実施に関するこ

と。 

２ 県民運動の推進に関すること。 

３ 愛称・スローガン、マスコット等

に関すること。 

４ 報道機関との調整に関すること。 

５ 記録映像及び記録写真に関するこ

と。 

６ その他広報及び県民運動に関する

こと。 

全国障害者 

スポーツ大会 

専門委員会 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の立案に関すること。 

２ その他全国障害者スポーツ大会に

係る重要な事項に関すること。 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の推進に関すること。 

２ その他全国障害者スポーツ大会に

関すること（他の専門委員会の委任

事項は除く）。 
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委員会名 付託事項 委任事項 

宿泊・衛生 

専門委員会 

 

１ 宿泊の基本的事項に関すること。 

２ 医事・衛生の基本的事項に関する

こと。 

３ その他宿泊及び医事・衛生に係る

重要な事項に関すること。 

１ 宿泊業務に関すること。 

２ 標準献立及び食品調達に関するこ

と。 

３ 医療救護及び防疫に関すること。 

４ 食品衛生及び環境衛生に関するこ

と。 

５ 馬事衛生に関すること。 

６ その他宿泊及び医事衛生に関する

こと。 

輸送・交通 

    専門委員会 

 

１ 輸送及び交通の基本的事項に関す

ること。 

２ その他輸送・交通に係る重要な事

項に関すること。 

１ 全国輸送に関すること。 

２ 開・閉会式の輸送に関すること。 

３ 競技会場地の輸送に関すること。 

４ その他輸送及び交通に関すること。

式典専門委員会 

 

１ 式典の基本的事項に関すること。 

２  その他式典に係る重要な事項に関 

すること。 

１ 開・閉会式の企画及び運営に関す

ること。 

２ 式典音楽に関すること。 

３ 式典演技に関すること。 

４ 大会旗・炬火リレーに関するこ

と。 

５ その他式典に関すること。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

会場地市町村選定基本方針及び会場地市町村選定基準改正 

 
 １ 改正の理由 

   第８１回国民スポーツ大会および第２６回全国障害者スポーツ大会の一体的な開催

準備を推進するにあたり、両大会共通の会場地市町村選定基本方針等とするため。 

 
２ 改正の内容 

 （１）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

会場地選定基本方針（別紙１のとおり） 

改 正 前 改 正 後 
 （略） 

 １ （略） 

 ２ （略） 

 ３ （略） 

（略） 

１ （略） 

２ （略） 

３ （略） 

４ 全国障害者スポーツ大会の競技会

場については、全国障害者スポーツ

大会開催基準要綱に基づき、原則と

して第８１回国民スポーツ大会の会

場を使用するものとする。 

５ 全国障害者スポーツ大会の会場地

は、選手等の負担軽減の観点を考慮

する。 

 

 

（２）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

会場地選定基準（別紙２のとおり） 

改 正 前 改 正 後 
 （略） 

 １ 選定の対象 

   正式競技と特別競技の会場地市

町村とする。なお、公開競技、デ

モンストレーションスポーツにつ

いては、別途選定する。 

 

 

 ２ （略） 

（略） 

 １ 選定の対象 

   正式競技と特別競技の会場地市

町村とする。なお、公開競技、

デモンストレーションスポー

ツ、全国障害者スポーツ大会の

オープン競技については、別途

選定する。 

 

 ２ （略） 
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［別紙１］ 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
会場地市町村選定基本方針 

 

 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会における会場地は、地方

スポーツの普及・振興と地方文化の発展に寄与することを目的とする国民スポーツ大会の

趣旨及び第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針に基

づき、次のとおり選定する。 

 

１ 会場地は、県内それぞれの地域に根ざしたスポーツ文化活動の振興を図るため、地域

バランスに配慮して、可能な限り県内各地に分散する。 

 

２ 同一競技は、同一市町村で行うことを原則とするが、２市町村以上で開催する場合は

可能な限り近隣市町村で行う。 

 

３ 会場地の選定に当たっては、市町村における開催希望、当該希望競技に係る各種競技

会の開催実績、開催準備、大会運営、実施競技団体の意向、競技施設の状況、宿泊受入

能力、交通の利便性、その他地域振興等を考慮し、総合的に判断する。 

 

４ 全国障害者スポーツ大会の競技会場については、全国障害者スポーツ大会開催基準要

綱に基づき、原則として第８１回国民スポーツ大会の会場を使用するものとする。 

 

５ 全国障害者スポーツ大会の会場地は、選手等の負担軽減の観点を考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年(2017 年)10 月 30 日

第 １ 回 常 任 委 員 会 決 定 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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［別紙２］ 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

会場地市町村選定基準 

 

 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）

における会場地市町村は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会

会場地市町村選定基本方針に基づき、次により選定する。 

 

１ 選定の対象 

  正式競技と特別競技の会場地市町村とする。 

  なお、公開競技、デモンストレーションスポーツ、全国障害者スポーツ大会のオープ

ン競技については、別途選定する。 

 

２ 選定の基準 

  次の基準により、総合的な判断、評価のもとに選定する。 

 （１）施設所有者の同意を前提として、市町村の開催希望と競技団体の意向が原則とし 

て合致していること。 

 （２）同一競技を複数の市町村に分けて実施する場合は、大会運営に支障をきたさない 

こと。 

（３）競技施設は、「国民体育大会開催基準要項細則（公益財団法人日本スポーツ協

会）」で定める施設基準（以下「施設基準」という。）を踏まえ、施設の新設・改

修等に当たっては、大会開催後の地域スポーツ振興への有効的な活用を考慮するこ

と。 

なお、施設の状況等によっては、施設基準の弾力的な運用を関係機関に対し要請 

する。 

（４）競技役員等の確保、付帯施設（観客席、駐車場、練習会場等）の整備、各種競技

会の開催実績、地域住民ボランティアとしての参画など大会運営に必要な環境や体

制が十分整えられること。 

 （５）選手・役員の輸送及び交通手段並びに宿舎を確保できること。 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年(2017 年)10 月 30 日

第 １ 回 常 任 委 員 会 決 定 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 改 正 
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〔参考〕選定の手続き（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国民スポーツ大会】 【全国障害者スポーツ大会】 

 

 

 

 

 

 

・会場地市町村選定（案）の作成 

 ⇒ 総務企画専門委員会にて審議 

 

 

・会場地市町村選定（素案）の作成 

 ⇒ 全国障害者スポーツ大会専門 

委員会にて検討 

 

 

・会場地市町村選定（案）の作成 

 ⇒ 総務企画専門委員会にて審議 

 

・市町村競技開催意向調査の実施 
・競技団体会場地希望調査の実施 

・施設現地確認 
・市町村・競技団体のヒアリング、協議、調整 

・会場市町村の選定 
 → 常任委員会にて審議、決定 
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第２６回全国障害者スポーツ大会 

県及び会場地市町村の業務分担・経費負担基本方針 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）の開催に当たり、県及び会場

地市町村は、次の方針に基づき業務を分担し、経費を負担するものとする。 

 

 

１ 県が担当する業務と負担する経費 

（１）全県的な業務推進の基本となる計画の策定及び当該計画の実施並びに推進に必要な

総合調整、連絡及び助言を担当し、経費を負担する。 

（２）開・閉会式の実施及び大会実施本部の運営等、全県的・総合的な大会の準備及び運

営に関する業務を担当し、経費を負担する。 

 

２ 会場地市町村が担当する業務と負担する経費 

（１）競技会場地の主催者として、競技会実施本部の運営に関する業務を担い、経費を負

担する。 

 

３ 業務分担、経費負担の細目 

  県及び会場地市町村の業務分担、経費負担の細目については、次のとおり定める。 

（１）県と会場地市町村の業務分担の細目は、別表１のとおりとする。 

（２）県と会場地市町村の経費負担の細目は、別表２のとおりとする。 

（３）この細目に定めのない事項で必要なものについては、県と会場地市町村が協議の上、

別に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年(2020 年)7 月 6 日

第 ６ 回 常 任 委 員 会 決 定 

-25-



別表１ 

区 分 主な内容 県 市町村 

総務企画 

開催準備計画の策定（全般） ○  

開催準備計画の策定（競技会運営、独自事業）  ○ 

大会実施本部の設置・運営（係員の編成・業務説明会等を含む） ○  

競技会実施本部の設置・運営（係員の編成・業務説明会等を含む）  〇 

大会実施本部員等必携の作成 ○  

競技会実施本部員等必携の作成  ○ 

実施本部員、競技役員・補助員、各種ボランティア等の服飾の整備 ○  

式典の企画・運営 ○  

行啓等 
行啓本部の設置・運営、行啓計画・警備計画の策定 ○  

御泊所、御休憩所、御席（ロイヤルボックス等）等の整備 ○  

歓迎・案内 

ふれあい広場の設置・運営（開・閉開式会場） ○  

ふれあい広場の運営（競技会場）  ○ 

会場地独自のおもてなし  任意 

案内・物品貸与・湯茶接待等の各種サービス施設の設置 ○  

案内・物品貸与・湯茶接待等の各種サービス施設の運営・管理  ○ 

競技施設 
競技会場の仮設施設の整備、会場設営 ○  

競技会場の管理・清掃美化  ○ 

競技運営 

競技実施要項・競技別実施要領の策定 ○  

競技別プログラムの作成 ○  

競技会の運営（開始式・表彰式・競技記録の報告等）  ○ 

競技用具の整備 ○  

競技会運営用の消耗品の整備  ○ 

競技役員等の養成および編成 ○  

広報・ 

県民運動 

各種広報媒体物・行事等における大会ＰＲ ○ ○ 

県民運動の普及啓発・推進 ○  

会場市町村における県民運動の推進  ○ 

各種ボランティアの募集・養成・登録 ○  

競技会場へのボランティア配置 ○  

競技会場におけるボランティアの総括（配置・指示・調整等）  ○ 

宿泊・衛生 

宿泊計画の作成および配宿の実施、弁当の調達・斡旋 ○  

弁当引換所の運営・管理  ○ 

医療救護計画の策定、救護所等の設置 ○  

救護所等の運営・管理  ○ 

輸送・交通 
輸送計画の策定、輸送の実施、駐車場の確保 ○  

駐車場の管理運営・交通整理の実施  ○ 

警備・消防 
警備・消防防災計画の策定 ○  

警備・消防防災の実施  ○ 
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別表２ 

区 分 主な内容 県 市町村 備 考 

総務企画 

大会従事者の保険 ○   

大会招待者に対する招待状の発送 ○  市町村独自招待分は市町村負担 

ＩＤカードの作成 ○   

実施本部の備品 ○  コピー機、ＦＡＸ等 

上記以外の備品および消耗品  ○ 筆記用具等 

実施本部員、競技役員・補助員、各種ボ

ランティア等の服飾 
○   

行啓等 行啓・お成り ○   

歓迎・案内 

総合案内所・看板設置 ○   

ふれあい広場の設置 ○   

ドリンクサービスの飲料 ○  市町村独自提供分は市町村負担 

施設整備 

競技会場の仮設施設の整備、会場設営 ○   

会場使用料 ○  使用料減免への協力 

トイレ・スロープ等仮設物の設置 ○  市町村の判断で常設設備また

は、独自の仮設設備（装飾等）の

整備を行う場合は市町村負担 

音響設備、通信機器等の配備 ○  

会場装飾、看板、サイン表示等 ○  

競技運営 

競技実施本部員の旅費  ○ 先催県視察、宿泊を含む 

競技実施本部員の時間外勤務手当  ○  

競技実施本部員業務必携の作成・印刷  ○  

競技運営（主管団体への委託） ○   

競技役員等の養成・編成 ○   

競技用具の整備 ○  国スポと調整・連携 

表彰物品の作成 ○  大会メダル、賞状等 

プログラムの作成 ○  
市町村独自プログラムを作成す

るときは市町村負担 

市町村が出演依頼をする開始式出演団

体の旅費等 
 ○ 

内容については競技団体等との

調整が必要 

広報・ 

県民運動 

印刷物・広報物品等の作成 ○  市町村独自作成分は市町村負担 

広報イベントの開催 ○  市町村独自作成分は市町村負担 

ボランティアの募集・養成（パンフレ

ット作成、研修等） 
○  市町村独自作成分は市町村負担 

ボランティアの保険・弁当 ○   

宿泊・衛生 
選手団等の配宿 ○   

救護所の設置 ○   

輸送・交通 計画バス等の運行 ○   
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第２６回全国障害者スポーツ大会の競技運営主管団体について 

 

○ 実施競技は、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会が定める「全国障害者スポーツ

大会競技規則」に基づき、個人競技及び団体競技あわせて１４競技を予定。 

 

正式競技 競技運営主管団体 

個
人
競
技 

陸上競技（身・知） 一般財団法人宮崎陸上競技協会 

水泳（身・知） 一般財団法人宮崎県水泳連盟 

アーチェリー（身） 宮崎県アーチェリー協会 

卓球（身・知・精） 

サウンドテーブルテニス（身）含む 
宮崎県卓球協会 

フライングディスク（身・知） 宮崎県障害者フライングディスク協会 

ボウリング（知） 宮崎県ボウリング連盟 

ボッチャ（身） 宮崎県ボッチャ協会 

団
体
競
技 

バスケットボール（知） 

一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 

車いすバスケットボール（身） 

ソフトボール（知） 

宮崎県ソフトボール協会 グランドソフトボール（身） 

フットベースボール（知） 

バレーボール（身・知・精） 宮崎県バレーボール協会 

サッカー（知） 一般社団法人宮崎県サッカー協会 

 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
報告事項３ 
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第２６回全国障害者スポーツ大会会場地選定の進め方について 

 

１ 会場選定に係る基本事項 

（１）「会場地選定基本方針」※本資料の２２ページ参照 

（２）「会場地選定基準」  ※本資料の２３・２４ページ参照 
 

２ 会場地を選定する競技 

（１）正式競技（１４競技） 

（２）オープン競技（今後、別途選定する） 
 

３ 会場地選定の流れについて 

（１）競技運営主管団体への希望調査【５月から７月】 

（２）市町村希望調査【８月から１０月】 

  ・ 国スポ共通の競技 → 「会場地選定基本方針」等に従い、競技団体が希 

望する会場地市町村へ意向を確認する。 

  ・ 国スポにない競技 → 「会場地選定基本方針」等に従い、各市町村に開催 

希望の意向調査を実施する。 

（３）選定作業【１０月から１２月】 

  ・ 調査の結果を踏まえ、各競技団体・市町村とのヒアリングを実施する。必要 

に応じて現地調査を実施する。 

・ ヒアリング等の結果を踏まえ、市町村と競技団体との意向が合致したものに 

ついては、開催に必要な施設、宿泊、交通、その他地域の実情等を総合的に判 

断し、第１次会場地選定案とする。国スポにない競技については、競合する市

町村がない場合に第１次会場地選定案とする。 

・ 選定されなかった競技については、第２次会場地選定に向けて、市町村や競

技団体と再度調整する。 

（４）第１次会場地選定案の対象市町村、競技団体による事前了承【１２月】 

  ・ 第１次会場地選定案として選定された競技については、会場地となる市町村 

及び主管団体に文書で了承を得る。 

（５）その後の流れ 

・ （４）の結果をもとに、会場地市町村第１次選定（素案）として、本委員会

において検討する。  

・ 会場地市町村第１次選定（案）として、総務企画専門委員会で審議する。 

・ 会場地市町村第１次選定（案）を、常任委員会で審議・決定する。 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
説明事項１ 
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第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月２９日（水） 

宮崎観光ホテル 西館８階 ブリリアントホール 

 

 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・ 

第２６回全国障害者スポーツ大会 

あ 宮 崎 県 準 備 委 員 会 

協議資料 



 

 協議事項 

 

１ 協議題１  

選手・チームの育成・強化について        ・・・・・・・・・Ｐ１ 

  

 

 

２ 協議題２  

競技役員の育成について             ・・・・・・・・・Ｐ３ 

 
 

３ 協議題３ 

  ボランティアの養成について           ・・・・・・・・・Ｐ５ 

 

 

４ 協議題４ 

その他                     ・・・・・・・・・Ｐ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



協議題１：選手・チームの育成・強化について 

 

１ 現状と取組 
 
（１）全国障害者スポーツ大会の開催県の参加選手枠（目安）   （単位／人） 

競技名 
開催県 

参加枠※１ 
H30年の本
県出場者数 

備 考 

陸上競技 ６７ １３ 全体数９６０人 

水泳 １８ ３ 全体数３１０人 

アーチェリー ４ ０ 全体数 ７０人 

卓球 サウンドテーブルテニス含む  １９ ３ 全体数４６０人 

フライングディスク ２５ ６ 全体数４００人 

ボウリング ８ ２ 全体数２００人 

ボッチャ ※２ ― ― 全体数１４０人 

バスケットボール １２ 予選敗退 男女別  各７チーム 最大１６８人 

車いすバスケットボール １２ 予選敗退 男女混合可 ７チーム 最大８４人 

ソフトボール １５ 未出場 男女混合可 ７チーム 最大１０５人 

グランドソフトボール １５ 予選敗退 男女混合可 ７チーム 最大１０５人 

バレーボール 

１２ 予選敗退 知 的 ・ 男 女 別  各 ７ チ ー ム  最 大 １ ６ ８ 人 

１２ 未出場 身 体 ・ 男 女 別  各 ７ チ ー ム  最 大 １ ６ ８ 人 

１２ 予選敗退 精神・男女混合 ７チーム 最大８４人 

サッカー １６ 未出場 男女混合可 ７チーム 最大１１２人 

フットベースボール １５ 未出場 男女混合可 ７チーム 最大１０５人 

※１ 個人競技の開催県参加枠は、愛媛大会の実数である。団体競技の枠は、１チーム

の最大登録人数である。 

※２ ２０２１年の三重大会より実施され、三重県参加枠は６名の予定である。開催県

以外の都道府県政令指定都市からの出場者は２名（立位１・座位１）の予定である。   
（２）これまでの全国障害者スポーツ大会（選手確保等）に向けた県の取組 
2015 年度(H27) 
(開催11年前) 

2016 年度(H28) 
(開催10年前) 

2017 年度(H29) 
(開催 9 年前) 

2018 年度(H30) 
(開催 8 年前) 

2019 年度(R1) 
(開催 7 年前) 

2020 年度(R2) 
(開催 6 年前) 

                         
     

 
 
 
 
 

 

 
     

 
＊ここでの「未整備の団体競技」とは、チームが結成されていない競技や、チームの

結成はされているが試合に出場する規定数に選手が達していない競技のことを指

す。 
 

・「チャンレンジ
ドスポーツ」 
・ディレクター
の配置 

・「めざせパラリンピアン」（スポーツ振興課） 
・「みんながアスリート！」（障がい福祉課） 

・強化推進員を障がい者スポーツ協会配置 

・未整備の団体競技への支援（以下の４競技） 
・知的「サッカー」「フットベースボール」「ソフトボール」、聴覚「バレーボール」 
・大会後の持続できるチームを目指す 
・運営スタッフに地域の人材を活用 

・選手の発掘・育成を目的 ・約７競技を年３回の体験会や記録会を実施  
・多くの団体がボラティアとして参加 
・成果：選手の確保、チーム補強、チーム結成 
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〇 その他の県の取組 

  ・九州大会、全国大会への遠征費助成 

  ・障がい者スポーツクラブ運営費助成 

  ・全国障害者スポーツ大会への選手派遣など 

 

２ 今後の計画 
2020年度(R2) 

【開催６年前】 

2021 年度(R3) 

【開催５年前】 

2022 年度(R4) 

【開催４年前】 

2023 年度(R5) 

【開催３年前】 

2024 年度(R6) 

【開催２年前】 

2025 年度(R7) 

【開催１年前】 

2026 年度(R8) 

【開催年】 

       

 

 
３ 質疑・御意見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 

大 

会 

未整備競技の整備 

整備済団体競技の基盤強化 

個人競技・団体競技の競技力向上 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会 
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協議題２：競技役員の養成について 

 

１ 現状と取組 

 

（１）全国障害者スポーツ大会における競技役員の養成数について 
 

① 先催県（７県）における競技役員の養成・想定人数の平均  （単位／人） 

陸上競技 ３５２ 水泳 １５６ 

アーチェリー ４５ 
卓球 

サウンドテーブルテニス含む 
１４７ 

フライングディスク １１２ ボウリング ６１ 

ボッチャ（２県の想定数） ７３ バスケットボール ８５ 

車いすバスケットボール ６７ ソフトボール ６８ 

グランドソフトボール ８３ バレーボール １５９ 

サッカー ７７ フットベースボール ６４ 

 

② 障スポ特有競技の審判員養成目標数と県内の有資格者数 （単位／人） 

競技種目名 主審 
副審／

塁審 
合計 

コート

数 

最低必

要数※１ 

養成 

目標数

※２ 

県内有資

格者数 

サウンドテーブルテニス １ ２ ３ ４ １２ １６ ４ 

フライングディスク １ ３ ４ １５ ６０ ７８ ３５ 

車いすバスケットボール １ ２ ３ ２ ６ ８ １ 

グランドソフトボール １ ６ ７ ２ １４ １９ １ 

ボッチャ １ - １ ８ ８ １１ ４ 

フットベースボール １ ６ ７ ２ １４ １９ ０ 

※１…最低必要数とは、交代要員を加味しない必要実数である。 

※２…養成目標数は、最低必要数に１．３（補塡）を乗じた数である。 

 

（２）これまでの県の取組 

○ 全国障害者スポーツ大会へ視察団を派遣 

 （2018年福井大会…陸上２名、バレー２名、サッカー１名。順次派遣予定

であった。次年度は、障スポ特有競技から優先的に派遣する予定。） 

○ 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会の実施 
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【参考 本県の公認障がい者スポーツ指導者登録数の推移】  （令和２年３月現在） 

 

（公益財団法人日本障がい者スポーツ協会ホームページより） 

 

 

２ 今後の計画 （国スポ・障スポ開催準備総合計画） 
2020年度(R2) 

【開催６年前】 

2021 年度(R3) 

【開催５年前】 

2022 年度(R4) 

【開催４年前】 

2023 年度(R5) 

【開催３年前】 

2024 年度(R6) 

【開催２年前】 

2025 年度(R7) 

【開催１年前】 

2026 年度(R8) 

【開催年】 

       

 

 

 

３ 質疑・御意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養  成 

Yousei  

 

本 

大 

会 

開催準備
総合計画 

リ
ハ
大
会 
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協議題３：ボランティアの養成について 

 
１ 現状 

 

（１）全国障害者スポーツ大会に係るボランティアの種類と先催県養成数 

区  分 先催県養成数 内  容 

大会運営ボランティア ３，５００ 
案内・会場整理・会場美化・式

典補助等 

選手団サポートボランティア ８００ 
選手団の歓送迎・介助・誘導・

交流等 

情報支援ボランティア ６００ 
手話・要約筆記・パソコン入力

等の情報提供等 

※参考資料６ページ参照 

 

（２）本県の情報支援ボランティア養成に関わる事業と養成者数 

〇 手話奉仕員等養成指導者研修事業 

〇 要約筆記者養成指導者研修事業 

  〇 県内の情報支援ボランティアに係る登録者数（令和２年３月現在） 

種別 人数 内容 

手話 ８１３ 

手話による情報の提供及びコミュニケーション保障 

〇人数の内訳 

・手話通訳士２９名 ・手話通訳者５５名 

・手話奉仕員３７０名（県養成分） 

・手話奉仕員３５９名(市町村養成分) 

要約筆記 ＰＣ １８ パソコンに入力したデータによる情報提供 

要約筆記 手書き ４１ ノートテイクやホワイトボードを使用した情報提供 

（補足：要約筆記の各数には、PC・手書きの両資格を取得している７名をそれぞれ計上。） 

 

２ 今後の計画 （国スポ・障スポ開催準備総合計画） 
2020年度(R2) 

【開催６年前】 

2021 年度(R3) 

【開催５年前】 

2022 年度(R4) 

【開催４年前】 

2023 年度(R5) 

【開催３年前】 

2024 年度(R6) 

【開催２年前】 

2025 年度(R7) 

【開催１年前】 

2026 年度(R8) 

【開催年】 

       

 

 
３ 質疑・御意見 
 
 
 
 

養  成 

Yousei  

 

本 

大 

会 

開催準備
総合計画 

リ
ハ
大
会 
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協議題４：その他 

 

 

１ 第２６回全国障害者スポーツ大会に向けて 
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第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年７月２９日（水） 

宮崎観光ホテル 西館８階 ブリリアントホール 

 

 

 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・ 

第２６回全国障害者スポーツ大会 

あ 宮 崎 県 準 備 委 員 会 

参考資料 



 

 参考資料 

 

 １ 選手・チームの育成・強化について        ・・・・・・・・・Ｐ１ 

〇 宮崎県障がい者スポーツ大会競技別参加者数の推移 

〇 他県の全国障害者スポーツ大会に向けた選手等強化の取組例 

〇 本県の国民スポーツ大会に向けた競技力向上推進計画 

 

 ２ 競技役員の養成について             ・・・・・・・・・Ｐ３ 

〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等編成基本方針 

 〇 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

   競技役員等養成基本方針 

 

 ３ ボランティアの養成について           ・・・・・・・・・Ｐ６ 

 

４ 「２０２６年全国障害者スポーツ大会に向けて」のアンケート結果（抜粋） 

                           ・・・・・・・・・Ｐ７ 



【選手・チームの育成・強化について】 
 

１ 宮崎県障がい者スポーツ大会競技別参加者数の推移    （単位／人） 

 第１４回 

（Ｈ２７） 

第１５回 

（Ｈ２８） 

第１６回 

（Ｈ２９） 

第１７回 

（Ｈ３０） 

第１８回 

（Ｒ１) 

陸上競技 ４４８ ４３２ ３８８ ３２９ ２８４ 

水泳 ７４ ６７ ６７ ６１ ５５ 

アーチェリー ２ ６ ５ ４ ３ 

卓球 ６２ ６０ ６５ ８０ ６９ 

フライングディスク ５０２ ４９４ ５１３ ５０３ ４８８ 

ボウリング ２０１ ２００ ２１２ ２２３ ２１３ 

バレーボール(精神) ２０ １６ １７ １７ １５ 

ミニバレーボール ８５ ９７ ９６ ７２ ４０ 

グラウンドゴルフ ２１８ ２４５ ２１２ １９８ １６７ 

ボッチャ  １３ １８ ２７ ３０ 

選手計 １，６１２ １，６３０ １，５９３ １,５１４ １,３６４ 

 

２ 他県の全国障害者スポーツ大会に向けた選手等強化の取組例 

柱 具体的な対策 

推進体制の 

整備・充実 

・育成、強化委員会の設置。必要に応じて専門部会を設置 

・スポーツ推進員の設置（各競技団体、特別支援学校、各関係団体） 

選手の育成・ 

強化 

【拡大期】 

・障がい者スポーツ体験教室、イベント、初心者向け練習会の開催 

・未整備競技のチーム設立支援 

・指導者養成事業の充実   ・一般スポーツ指導者等との連携強化 

【育成期】 

・練習会の定期開催     ・指導者派遣 

・記録会や施設間、学校間の交流試合の実施 

・研修や講習会の実施による指導員の資質向上 

【強化期】 

・強化練習会、強化試合の定期的な実施 

・県外遠征等、近県チーム等との交流試合 

・中央競技団体等からのコーチ、トレーナー招聘 

・研修や講習会の実施による指導員の資質向上 

指導体制の 

充実・強化 

・指導者の確保      ・指導者の養成、資質向上 

・優秀指導者の招聘    ・指導者間ネットワークの強化 

育成・強化のた

めの環境整備 

・活動の場の確保         ・競技用具の整備 

・参加、活動しやすい環境づくり  ・ボランティアの充実と活用 

・関係団体、機関等との連携の強化 

・障がい者スポーツ情報の積極的な発信 
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３ 本県の国民スポーツ大会に向けた競技力向上推進計画 

柱 具体的な対策 

推進体制の

整備・充実 

・競技力向上対策本部体制の確立   

・専門委員会の設置、充実 

・会場地市町村との連携強化   

・関係団体等の組織の整備と連携強化 

選 手 の 発

掘・育成・強

化 

・ターゲットエイジへの支援   ・未普及競技の普及、強化 

・有望選手の確保        ・子どもの体力の向上 

・ジュニア選手の発掘、育成   ・強化指定校等の充実 

・大学における体育会活動の活性化に向けた支援 

・企業、クラブ等への支援    ・成年選手の計画的な確保 

・女子選手の発掘・育成・強化  ・国体選手、チームの育成強化 

・ふるさと選手への支援 

指導体制の

充実・強化 

・効果的な一貫指導体制の確立  ・優秀指導者の確保 

・トップアドバイザーコーチの活用 

・強化指定校等への外部指導者の活用 

・小学校体育専科教員の充実   ・指導者の計画的な確保 

・専門性を考慮した適正な配置  ・教科担当者会議の充実 

・体育振興指導教員の充実     

・スポーツ振興のための専門的職員配置の検討 

環境条件の

整備 

・スポーツ医、科学サポート充実   

・県内スポーツキャンプチームとの交流マッチング 

・体育施設、特殊競技用具や練習環境等の整備の充実 

・広報、顕彰の充実や機運の醸成 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等編成基本方針 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）

における競技役員等の編成は、大会における競技会の運営が円滑に行われるよう、次の基 

本方針に基づき実施する。 
 

１ 基本方針 

（１）競技役員等の編成は、公益財団法人日本スポーツ協会の定める「国民体育大会開催

基準要項」（以下「要項」という。）及び同細則並びに「国民体育大会各競技会開催

にあたる競技役員編成基準」に基づき、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障

害者スポーツ大会宮崎県準備（実行）委員会（以下「宮崎県準備（実行）委員会」と

いう。）が、会場地市町村準備（実行）委員会及び県・中央競技団体と十分協議して

行うこととする。 

（２）競技役員等の編成は、１人１競技を原則として、県及び地域スポーツの普及・振興

を図るため、できる限り県内役員とし、競技団体及び会場地市町村の実情に即し、必

要最低限の人数により最大の効果をあげることができるように適正な配置を行うこと

とする。 

（３）競技役員等の編成は、競技団体及び会場地市町村関係者のみならず、広く県民の積

極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 
 

２ 競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容 

（１）競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容は、別表のとおりとする。 

（２）競技役員等の編成案は、会場地市町村準備（実行）委員会が競技団体等と協議の上

作成し、宮崎県準備（実行）委員会において決定する。 
 

３ 競技役員等の調整 

競技役員等の編成に当たり、重複して競技役員等（監督、コーチ及び選手を含む）と

なる可能性がある場合は、原則として次により関係者が協議して調整する。 

（１）監督、コーチ及び選手並びに競技役員等の重複については、監督、コーチ及び選手

を優先する。 

（２）２競技以上にわたる競技役員等の重複については、その業務内容により、関係者が

協議して調整する。 

（３）同一競技における競技役員等の重複については、その業務内容により認める。 

（４）開・閉会式及び集団演技関係役員と競技役員等の重複については、その業務内容に

より認める。 

令和元年(2019 年)7 月 1 日 

第 ３ 回 総 会 改 正 

平成 30 年(2018 年)7 月 9 日 

第 ２ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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【別表】競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容 

 役 職 名 定 義 編 成 方 法 業 務 内 容 

競
技
会
運
営
（
試
合
等
） 

①競技会役員 

要項第２３

項第２号の

規定に該当

する者 

名誉会長、会長、副会長、

顧問、参与、委員長、副委

員長及び委員 

 

 

 

②競技役員  

 

審判員 
競技の審判

に携わる者 

〇原則として、県内有資

格者 

 

〇必要に応じて中央及び

近県競技団体関係者を

含める。 

 

総括、総務、運営、 

審判、記録、出発、 

監察、放送、召集、 

掲示、進行、報道、 

表彰、救護、得点掲示、 

会場、記録送受信、 

総合成績計算  等 

 

運営員 

競技会の運営

に携わる者

（審判員を除

く。） 

〇原則として、県競技団

体関係者と会場地市町

村関係者等 

 

〇必要に応じて中央及び

近県競技団体関係者を

含める。 

③競技補助員 
競技役員の

業務補助に

携わる者 

会場地市町村及び周辺市

町村に在住する当該競技

関係者 

競技役員の業務を補助 

競
技
会
場
運
営 

①競技会係員 

宿泊・輸送・

歓迎 ・駐車

場等の競技

会を支援す

る間接的な

業務に携わ

る者 

会場地市町村関係者等 

 

総括、総務、接待、 

宿泊、輸送、警備、 

駐車場、入場券販売、  

施設管理、会場美化、  

練習会場、会場整理、  

プログラム販売、 

受付案内、弁当、等 

 

②競技会補助員 

競技会係員

の業務補助

に携わる者 

会場地市町村及び周辺市

町村に在住する者 
競技会係員の業務補助 

  注）競技役員のうち、競技役員、競技補助員、競技会係員及び競技会補助員の想定さ

れる業務内容である。 

-4-



 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等養成基本方針 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。） 

の競技運営に当たる競技役員等の養成は、競技会の円滑な運営と本県及び地域スポーツの 

一層の普及・振興を図り、大会後も各競技の普及・強化につなげるために、次の基本方針 

に基づいて計画的に推進する。 

 

 

１ 競技役員等については、中央競技団体と連携のうえ、できる限り県内有資格者により

必要人数を確保することを目標として養成する。 

 

２ 競技役員等は、円滑な競技運営を図るため、役員の負担軽減を考慮し、１人１競技を

原則として養成する。 

 

３ 競技役員等は、県、会場地市町村、競技団体等の業務分担を明確にし、十分に連携を

図りながら計画的に養成する。 

 

４ 資格が必要な競技役員については、資格取得及び資質の向上が重要となることから、

競技団体ごとに年次別養成計画を策定し養成する。 

 

５ 資格が必要のない競技役員等については、本県及び地域スポーツの普及・振興を図る 

ため、広く県民の積極的な参加と協力を呼びかけ、各競技会場地及びその周辺において、

できる限り確保できるよう養成する。 

令和元年(2019 年)7 月 1 日 

第 ３ 回 総 会 改 正 

平成 30 年(2018 年)7 月 9 日 

第 ２ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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【ボランティアの養成について】 
 

１ ボランティアの様子【大会運営ボランティア】 

   
 
【選手団サポートボランティア】 

  
 

   
 

【情報支援ボランティア】 

   

   

 

案内 美化 サービス 

開閉会式 

開閉会式 

競技会場 

競技会場 

会場周辺 

案内テント

辺 

歓送迎 

歓送迎 

交 流 

応 援 

介 助 

介 助 
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『２０２６年全国障害者スポーツ大会に向けて』のアンケート結果（抜粋） 

 

〇 アンケート調査の概要 

  本アンケートは、令和元年８月に県障がい者スポーツ協会が、２０２６年全国障害者

スポーツ大会に向け、各競技団体等の課題を把握するために実施したものである。１１

の競技団体・障がい者スポーツクラブチームから回答を得た。 

 

〇 質問と回答   

質問１ 貴団体における選手の競技力向上への取組と課題について 

回答（〇は取組、●は課題を表す。） 【競技名（競技団体名等）】 

【ボッチャ競技（県ボッチャ協会）】 

〇年２回の県大会を開催（選手の意欲向上と、県西・南など開催地分散による選手確保） 

●参加選手の確保（クラス別大会を開催したい。） 

【知的バスケットボール（クラブチーム）】 

○日本代表候補選手の合宿等に帯同し、クラブの練習へ還元。みやざき中央支援学校と

の合同練習、一般高校との練習会の実施。 

●週１回の練習では、体力・スキルの維持が精一杯。個人で地域の一般クラブで練習を

積ませるなど環境整備が必要。 

【知的サッカー競技（クラブ）】 

○定期的なトレーニングの実施（現在、月２回） 

●試合経験が少ない。トレーニング回数の設定が難しい。 

【フライングディスク競技（県障がい者ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ協会）】 

〇交流会の実施。（投げ方など指導をする時間を設けている。） 

●県大会の見直し。（現在の１種目から２種目エントリーによる選手意識の向上。） 

【アーチェリー競技（県アーチェリー協会障がい者部門）】 

○各自所属クラブで練習。月１回程度行われる県内試合へ参加。 

【車椅子バスケットボール競技（クラブチーム）】 

○HP の情報を基に、５名ほど若手選手が加入。週２回の練習に加え、「九州選抜強化

合宿及び九州ジュニア強化合宿」に参加。 

●宮崎には車椅子バスケのコーチがおらず統一した指導ができていない。 

【知的ソフトボール競技】（クラブチーム）R 元年度チーム結成 

○月１回、実態に応じた練習の実施。 

●現在、練習会場として支援学校グランドを予定。球場や多目的グラウンド、ドーム等

で活動したいが予算等で難しい。 

【卓球競技（宮崎県障害者卓球連盟）】 

○一般卓球では週２回、1 回３時間の練習を実施。県内で３回、隣県など交流試合で４

～５回、九州大会等で年２回に出場。 

●若年者の人口減やスポーツ離れ等、練習になかなか人が集まらない。 

●全国大会等、個人負担が大きく、休みも取りづらい。●外部指導員の活用がない。 

【知的バレーボール競技（クラブチーム）】 

○競技力向上については、年間を通じて選手、保護者と一丸となり実施している。 

●男子は高齢化、女子はメンバー不足（精神面や私生活等）。 

●「仕事」と「練習」のバランスが難しく、練習量の確保と、選手の補強が困難。 

●試合相手がおらず、試合慣れ不足。 ●クラブ運営スタッフの充実。 

【水泳競技（クラブ）】 

○県大会、全国障害者スポーツ大会、九州選抜大会への継続出場。 

●佐土原、小林で練習を行っているが、若手の選手の参加者確保が課題。 
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質問２ 選手の発掘育成に関する取組と課題について 

【ボッチャ競技（県ボッチャ協会）】 

○NPO 法人と連携し、ボッチャ道具（年５セット程）を贈呈し、競技の普及を推進。 

●指導者不足。肢体不自由障がい者施設への働きかけを強化する。 

【知的バスケットボール（クラブチーム）】 

○「みんながアスリート！」により、選手層の広がりがある。 

●１名、ジャパンレベルの選手との出会いがあった。現在、支援学校卒業生が基本であ

る。都城の支援学校にもバスケットボール同好会ができ、卒業後の受け皿となりたい。 

【知的サッカー競技（県サッカー協会障がい者部門）】 

○R１年度より、特別支援学校の生徒向けのサッカー教室を県北・県央・県南で開催し、

選手の発掘をしたい。毎年開催しているユニファイドで全体の把握をしたい。 

●まだ開催していないが、活動費が課題と想定される。 

【知的サッカー競技（クラブチーム）】 

○ネットでの情報発信。若年層（小学生）へのスクール実施。 

●トレーニング回数が多くでも来られないし、少ないと足りないという状況。 

【フライングディスク競技（県障がい者ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ協会）】 

○特別支援学校の部活などを通して見つけていく。各スポーツクラブとの連携。 

【アーチェリー競技（県アーチェリー協会障がい者部門）】 

○車いす、杖利用の弓の引ける障がい者アーチェリーをアピール。 

【車いすバスケットボール競技（クラブチーム）】 

○毎年開催の２４時間マラソン車椅子バスケットボール競技大会への参加者の勧誘。 

●学校、障がい者施設への周知活動の拡大。 

●危険な競技と思われがち、競技の正しい理解の啓発。 

【知的ソフトボール競技】（クラブチーム） 

○「みんながアスリート！」時に、チーム勧誘のチラシを配布。 

●「みんながアスリート！」の参加者数を増やす各学校での呼びかけ方の工夫。 

【卓球競技（宮崎県障害者卓球連盟）】 

○大会時や知人関係への声かけ、病院、理髪店、スポーツ店等へ募集チラシを掲載。 

●福祉施設の整備。県外ではプールやエアコン、職員も揃っている。 

【知的バレーボール競技（クラブチーム）】 

○「みんながアスリート」事業により２名が新規加入。 

●各クラブの拠点となる地区の近隣学校に強化指定校のように部活動を指定しては。 

【水泳競技（クラブ）】 

○現在の大会（県大、全障スポ大会、九州選抜、日本選手権、スペシャルオリンピック

等）に加え、記録会（年代別）等の大会を増すのはどうか。 

●県下にあるスイミングクラブへの情報を収集・連携した選手の発掘。 

 

質問３ 審判員の養成についての取組と課題について 

【ボッチャ競技（県ボッチャ協会）】 

○県大会（年２回）開催前に審判講習会を開催し、県大会で判定できる認定証を交付。 

●審判講習会実施の案内周知が難しい。肢体不自由施設や学校 PTA関係者へ案内の周知。 

【知的バスケットボール（クラブチーム）】 

○本団体に有資格者はいない。大会等では県スポ協へ依頼。 

【知的サッカー競技（県サッカー協会障がい者部門）】 

○県サッカー協会審判部でも、審判員の増員を強化中。 

●若い人材の発掘が難しい。 
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【フライングディスク競技（県障がい者ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ協会）】 

○２年ごとに審判員養成講習会の実施。○審判取得後、県大会、交流会等で経験蓄積。 

○全国の統一した審判をするため、講習会やステップアップ研修へ参加。 

●審判取得後の活動の場が少ない。 

【アーチェリー競技（県アーチェリー協会障がい者部門）】 

・アーチェリー競技の審判員は、中央団体の審判員資格（１級、２級、３級）が必要。 

【車いすバスケットボール競技（クラブチーム）】 

●バスケットボール協会の審判員等に声かけをしてもらっているが育成が遅れている。 

【卓球競技（宮崎県障害者卓球連盟）】 

●サウンドテーブルテニスの資格は、県外での審判講習会が多く、個人負担大。 

【知的バレーボール競技（クラブチーム）】 

○日本バレーボール協会公認審判員の資格者が望ましい。 

●障がい種に応じた、ハンドリング基準等の事前共通理解が必要。 

【水泳競技（クラブ）】 

○若手選手への審判員取得も難しい現状。障がい者の場合は、区分判定、泳法審判等が

ある。一般審判員の資格習得は、障がい者審判より習得しやすい。 

●現在、若手選手１人に取得を勧めているが難しい。審判員発掘が課題。 

 

質問４ その他について 

【ボッチャ競技（県ボッチャ協会）】 

○ボッチャ競技のさらなる普及。（支援学校での授業等） 

○肢体不自由施設等への出張体験活動をしたい。 

○企業ボッチャチームを育成し、企業対抗ボッチャ大会を開催したい。 

【知的バスケットボール（クラブチーム）】 

○人口の少ない本県において、他競技も選手発掘は急務であるはず。日章学園高校共生

科など支援学校以外と連携を図り、適材にマッチングできると良い。 

【知的サッカー競技（県サッカー協会障がい者部門）】 

○テゲバジャーロ宮崎さんとも協力し、早い段階でチーム結成し、強化したい。 

【知的サッカー競技（クラブ）】 

〇若年層へのアプローチは必要だが、強化とのバランスを考えると、知的競技は普及と

強化のバランスが難しい。 

【フライングディスク競技（県障がい者ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ協会）】 

○各機関との連携。福祉施設との連携。総合型地域スポーツクラブの協力。 

○FD 協会は、審判員の派遣等、九州ブロックがまとまって活動している。 

【車いすバスケットボール競技（クラブチーム）】 

○どの競技も同じだと思うが、試合、合宿などの参加にかかる宿泊費、交通費等、個人

負担が大きい。当クラブも、企業等にも協力を求めていきたい。 

【知的ソフトボール競技】（クラブチーム） 

○県内各地から練習に参加し、保護者の送迎が多数を占める。学校のグラウンドは、翌

月の借用申請を月の１日～１０日までに申請する必要がある。年間を通して月１回程

度借用申請できるドームや球場で減免ができるとよい。 

【卓球競技（宮崎県障害者卓球連盟）】 

●特に若年層向けに、障がい者スポーツの紹介や体験する場があるとよい。 

【知的バレーボール競技（クラブチーム）】 

●活動資金の確保。強化するためにはある程度の資金が必要。 

【水泳競技（クラブ）】 

提案）県を４地区に分けた記録会を実施してはどうか。各市町村等と連携も必要となる。 
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≪第１章≫ 

 

 

 

国民スポーツ大会は、昭和２１年（１９４６年）の第１回大会以来、国民体育大会

の名称で、国内最大のスポーツの祭典として広く親しまれ、国民の健康増進と体力向

上、地方スポーツの推進と地方文化の発展等に寄与してきました。 

 

宮崎県では、昭和５４年（１９７９年）に「伸びる心 伸びる力 伸びる郷土」を 

スローガンとして、第３４回国民体育大会「日本のふるさと宮崎国体」を開催し、本

県選手団の活躍や県民総参加で大会を支えた誇りと自信は、明るく豊かな宮崎を築く

原動力となり、本県のスポーツ振興はもとより、その後の県勢発展に大きく貢献しま

した。 

 

また、同年には、「ふれあう心 あふれる力 のびゆく郷土」をスローガンに、第 

１５回全国身体障害者スポーツ大会を開催し、障がい者が力強く競技する姿が多くの

県民に大きな感動を与えました。 

 

そして、前回開催から４７年ぶりとなる令和８年（２０２６年）に、第８１回国民 

スポーツ大会と第２６回全国障害者スポーツ大会（前身の「全国身体障害者スポーツ

大会」を含む。）を宮崎県で開催します。 

 

 この開催基本構想は、平成２９年（２０１７年）１０月に設立した「第８１回国民 

スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会」（令和元年（２ 

０１９年）７月１日改正）で決定した「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障 

害者スポーツ大会開催基本方針」に基づき、大会の開催及び開催準備の指針となる実 

施目標の実現に向けた具体的な取組を明らかにするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本構想について 
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≪第２章≫ 

 

 

 

１ 国民スポーツ大会とは                           
 

国民スポーツ大会（国スポ）は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ

の精神を高揚して、国民の健康増進と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの

推進と地方文化の発展に寄与することを目的として、毎年開催されている国内最

大の国民スポーツの祭典です。 

「冬季大会」と「本大会」の競技得点の合計を競う都道府県対抗方式で開催さ

れ、天皇杯（男女総合成績１位）・皇后杯（女子総合成績１位）の獲得を目指し、

都道府県代表の選手が各競技で熱い戦いを繰り広げます。 

大会では、競技得点の対象となる「正式競技」のほか、「特別競技」、「公開競技」、

「デモンストレーションスポーツ」を実施することになります。 

 

第８１回国民スポーツ大会（本大会）における実施予定競技 

 

区  分 競  技  名 

正式競技 

（３７競技） 

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボート、ホッケー、 

バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、 

セーリング、ウエイトリフティング、ハンドボール、 

自転車、ソフトテニス、卓球、軟式野球、相撲、馬術、 

フェンシング、柔道、ソフトボール、バドミントン、弓道、ライ

フル射撃、剣道、ラグビーフットボール、 

スポーツクライミング、カヌー、アーチェリー、空手道、 

銃剣道、なぎなた、ボウリング、ゴルフ、トライアスロン、ボク

シング 

特別競技（１競技） 高等学校野球 

公開競技（７競技） 綱引、ゲートボール、武術太極拳、パワーリフティング、 

グラウンド・ゴルフ、バウンドテニス、エアロビック 

デモンストレーション 

スポーツ 

地方スポーツの推進、国民の健康増進・体力の向上等をはじめ、

国民のスポーツ推進を図るため、県内に居住している者を対象と

して実施する競技 

国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会について 
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２ 全国障害者スポーツ大会とは                        
 

  全国障害者スポーツ大会（障スポ）は、障がい者が競技等を通じてスポーツの楽

しさを体験するとともに、国民の障がいに対する理解を深め、障がい者の社会参加

の推進に寄与することを目的として、毎年開催されている障がい者スポーツの全国

的な祭典です。 

  全国から都道府県・指定都市の選手団が参加し熱戦が繰り広げられ、全国の障が

い者スポーツの交流の場として、人と人との交流、地域との連帯を深める機会とな

ります。 

  大会では、「正式競技」と「オープン競技」を実施することになります。 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会における実施予定競技 

 

 

 

 

 

 

区  分 競  技  名 

正式競技 

（１４競技） 

個人競技（７競技） 陸上競技（身体・知的） 

水泳（身体・知的） 

アーチェリー（身体） 

卓球（身体・知的・精神） 

フライングディスク（身体・知的） 

ボウリング（知的） 

ボッチャ（身体） 

団体競技（７競技） バスケットボール（知的） 

車いすバスケットボール（身体） 

ソフトボール（知的） 

グランドソフトボール（身体） 

バレーボール（身体・知的・精神） 

サッカー（知的） 

フットベースボール（知的） 

オープン競技 広く障がい者の間にスポーツを普及する観点から有効と認められる

ものについては、あらかじめ主催者間で協議し実施することができ

る 
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３ 国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会のあゆみ             
 

国民スポーツ大会は、戦後の混乱期の中で国民に希望と勇気を与えるため、国民

体育大会の名称で、昭和２１年（１９４６年）に、京都府を中心とした京阪神地域

で第１回大会が開催されて以来、毎年、各都道府県の持ち回りで開催されています。 

昭和２３年（１９４８年）の第３回福岡県大会から都道府県対抗方式が確立し、

天皇杯と皇后杯が創設されました。昭和６３年（１９８８年）の第４３回京都府大

会から２巡目に入り、全国を東地区（北海道・東北・関東）、中地区（北信越・東海・

近畿）、西地区（中国・四国・九州）の３つに分けて輪番制で開催されています。 

当初は、冬季、夏季、秋季の３会期で実施されていた国民体育大会は、平成１８ 

年（２００６年）の第６１回兵庫県大会から夏季大会と秋季大会が統合され、以降

は冬季大会と本大会の２会期として開催されています。 

スポーツ基本法の一部を改正する法律（平成３０年７月２０日公布）により、国 

民体育大会は、令和５年（２０２３年）の第７８回佐賀県大会から、国民スポーツ

大会に改称されます。 

  全国障害者スポーツ大会は、昭和４０年（１９６５年）から身体障がい者を対象

に行われてきた「全国身体障害者スポーツ大会」と平成４年（１９９２年）から知

的障がい者を対象に行われてきた「全国知的障害者スポーツ大会」を統合した大会

として、平成１３年（２００１年）の第５６回宮城県大会から国民体育大会終了後

に、同じ開催地で開催されています。 

 

４ 宮崎県における大会開催の意義                       
 

  宮崎県で大会を開催することは、次代を担う子どもたちをはじめ県民に元気・勇

気・感動を与えるとともに、トップアスリートの育成や競技力の向上はもちろんの

こと、生涯スポーツの推進にもつながります。 

  また、大会を通じて、障がい者に対する理解や交流の機会が生まれ、人々が共に

支え合う社会の実現につながります。 

  さらには、大会には、県内外から多くの方々が訪れることから、開・閉会式や県

内各地で開催される各競技会、関連行事・イベント等でのおもてなしを通じて、人々

の交流の輪が広がるとともに、宮崎県の多彩な魅力の発信や新たな活力の創出につ

ながることが期待されます。 
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≪第３章≫ 

 

 
 
１ 基本方針                                 

 
宮崎県は、温暖な気候や恵まれた自然、快適なスポーツ環境を生かしたスポー

ツチームのキャンプや合宿を通して、多くの選手や観光客が訪れるなど、スポー
ツが地域振興の大きな柱となっています。 
第８１回国民スポーツ大会及び第２６回全国障害者スポーツ大会は、「スポーツ

の持つ力と可能性」により、広く県民に元気・勇気・感動を与え、県民総参加型

による“おもてなしの心”あふれる大会を目指します。 
この大会の開催を契機として、競技力の向上や地域スポーツの普及・振興を図

り、県民の健康増進や生きがいづくりに取り組むとともに、障がい者に対する理
解を深め、障がい者の社会参加を進めます。 
また、本県の多彩な魅力を全国に向けて発信するとともに「スポーツランドみ

やざき」の全県展開など、スポーツを生かした「未来のみやざき」づくりを推進

します。 
 
２ 実施目標                                 
 
（１）「チームみやざき」で創りあげる大会 

    スポーツを「する」、「みる」、「支える」など、県民がそれぞれの立場で大会

に関わり、競技会はもちろん、県民運動や文化プログラム等により、大会の開
催機運を盛り上げる県民総参加型の大会を目指します。 

 
（２）スポーツの素晴らしさを体感できる大会 

    指導者の養成やアスリートの育成など、計画的かつ継続的な競技力の向上を
図るとともに、県民一人ひとりがスポーツを通した健康増進や生きがいづくり
に取り組み、スポーツの喜びや楽しさを享受できる大会を目指します。 

 
（３）宮崎県の魅力を全国に発信する大会 

    神話や伝統文化、豊かな自然や食に加え、充実したスポーツ環境など、本県
の多彩な魅力を全国に向けて発信します。 

    また、来県する皆様を“おもてなしの心”で温かく迎え、県民とのふれあい
や感動の共有による心の絆を深める大会とします。 

 
（４） 「未来のみやざき」づくりを進める大会 

    大会の開催を契機として、スポーツの拠点づくりや地域活性化、スポーツ文
化の醸成、さらには「スポーツランドみやざき」の全県展開などに取り組み、
スポーツを生かした「未来のみやざき」づくりを推進します。 

 
（５） 共に支え合う社会づくりを進める大会 

    スポーツを通じた交流の拡大や障がい者が主体的にスポーツに取り組む環境
の整備を図ることで、障がいに対する理解を深め、障がい者の社会参加を推進

するとともに、誰もが互いに尊重し、支え合って生きる社会づくりに貢献する
大会とします。 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針 
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≪第４章≫ 

 

 

 

１ 「チームみやざき」で創りあげる大会                    
 

（１）県民運動の推進 

  ○ 県民に対し様々な機会を通じて、各種の広報媒体を活用した広報活動等を

行うことにより開催機運の醸成を進め、すべての県民が様々な形で自発的、

積極的に大会に参加・協力する“おもてなしの心”あふれる県民運動を展開

します。 

  ○ 県、市町村、関係機関・団体と連携し、大会の開催準備を進めていきます。 

 

（２）ボランティア活動等の推進 

  ○ 総合開・閉会式や各競技会、総合案内所等で活躍するボランティアを養成

し、ボランティア活動への参加を推進します。 

  ○ 競技会を円滑に運営するため、会場地市町村や各競技団体等と連携し、競

技役員等の計画的な養成を図ります。 

 

（３）県内各地での競技会の開催 

  ○ 全県的な開催機運の醸成を図るため、また、多くの県民が多様なスポーツ

に親しむ機会となるよう、可能な限り県内各地で競技会を開催します。 

 

２ スポーツの素晴らしさを体感できる大会                   
 

（１）競技力の向上 

○ 関係機関・団体等、官民一体で構成する県競技力向上対策本部による競技

力向上の推進体制の整備・充実を図ります。 

○ ジュニア期からの選手の発掘、未普及競技の育成・強化、有望選手の確保

等の取組を推進し、全国大会や国際大会等で活躍できる選手の育成・強化に

取り組みます。 

○ 成年選手、女子選手の活動を支援する体制の整備・充実に努めます。 

○ スポーツ医・科学的な面から選手をサポートするほか、練習施設・用具の

整備などの取組を推進し、練習環境の整備・充実に努めます。 

 

（２）スポーツを支える人材の育成 

  ○ 指導者の養成・資質の向上や一貫指導体制の確立など、計画的・効果的な

指導体制の充実・強化等に取り組みます。 

「実施目標」の具体的な取組 
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（３）健康増進や生きがいづくりの推進 

○ 大会を契機に、県民一人ひとりのライフステージに応じたスポーツの習慣

化に努め、県民の健康増進や生きがいづくりを推進します。 

○ 豊かで充実した人生１００年時代を迎える中で、生涯を通じて、いつでも、

どこでも、誰でもスポーツに親しむことができる環境づくりに努めます。 

 

３ 宮崎県の魅力を全国に発信する大会                     
 

（１）宮崎県の多彩な魅力の発信 

  ○ 神話や伝統文化、豊かな自然や食、充実したスポーツ環境など、本県の多

彩な魅力を観光関連団体等と連携しながら、各種の広報媒体を活用した広報

活動等を通して全国へ発信します。 

○ 競技会会場地となる市町村をはじめ、周辺市町村へも来県者等が訪れるよ

う市町村等と連携し、地域の魅力発信に取り組みます。 

 

（２）来県者等へのおもてなしの推進 

○ 県内の駅や空港等に、大会や観光等の様々な情報が入手できる総合案内所

を設置し、県内外の方々を“おもてなしの心”で迎えます。 

○ 地域住民と、参加選手をはじめとする来場者との交流が生まれるよう取り

組みます。 

 

（３）大会文化プログラムの展開 

○ 宮崎県ならではの文化・芸術に係る展示会や音楽会、郷土の祭り、伝統芸

能等に係る事業など、競技観戦以外にも楽しめる「大会文化プログラム」を

展開します。 

 

４ 「未来のみやざき」づくりを進める大会                   
 

（１）「スポーツランドみやざき」の拠点づくりの推進 

○ 大会の開催を契機に、県内各地に定着した競技や充実したスポーツ施設を

生かした、スポーツの拠点づくりを目指します。 

 

（２）スポーツを生かした地域の振興 

○ 各地で開催された競技会等がそれぞれの地域に定着することで、地域のス

ポーツ振興を通じた、活力と魅力に満ちた地域づくりを目指します。 
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５ 共に支え合う社会づくりを進める大会                    
 

（１）国民スポーツ大会と全国障害者スポーツ大会の一体的な開催 

  ○ 両大会共通の基本方針・計画等を策定するなど、大会の開催準備を一体的

に進めていきます。 

  ○ 大会における広報や関連イベント等を一体的に行うことにより、障がいに

関する理解促進や交流の場を創出します。 

  ○ 障がいのあるなしにかかわらず、互いが交流し尊重し合えるような大会運

営を目指します。 

 

（２）障がい者スポーツの振興 

  ○ 障がい者を対象とした競技会を開催し、スポーツを通して豊かな生活の実

現や競技力の向上を図ります。 

  ○ 指導者や審判の養成・確保に取り組むことにより、より多くの障がい者が

スポーツに親しむことができる環境づくりを推進します。 

  ○ 大会開催を契機として、障がい者に対して、健康増進や交流等、スポーツ

の魅力を発信します。 

 

（３）バリアフリー等に配慮した大会運営 

  ○ バリアフリーに配慮し、誰もが利用しやすい会場づくりに取り組むととも

に、宿泊、輸送・交通などにおいても、障がいのある選手や役員が安心して

参加することができる大会運営を目指します。 

  ○ 手話や点字による案内など情報保障に関する環境を整備し、選手や役員、

観客等に分かりやすい情報提供を行います。 
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≪第５章≫ 

 

 

 

 第８１回国民スポーツ大会と第２６回全国障害者スポーツ大会への取組を通して、

県内スポーツの推進や地域振興を図るなど、スポーツを生かした「未来のみやざき」

づくりを推進します。 

 

１ 県内におけるスポーツの推進                        
 

  新たに整備するスポーツ施設等を中心に、「スポーツランドみやざき」の拠点づ

くりを進めるとともに、競技力向上に向けた取組等により、県内の競技スポーツ

の推進を図ります。 

 

２ 競技会や合宿誘致等による地域振興                     
 

   国内外のトップアスリート等のスポーツキャンプ・合宿の誘致・受入や国際ス

ポーツイベントの開催促進など、「スポーツランドみやざき」の更なる推進に取り

組み、スポーツによる誘客や観光など全県的な地域振興につなげます。 

 

３ 誰もが楽しめるスポーツ環境の充実と県民の健康づくり            
 

   大会への取組を通して、県民のスポーツに親しむ機運の醸成やスポーツ環境の

充実等により、県民の健康づくりや生きがいづくりに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎県での大会開催を契機としたスポーツを活用した県づくりの展開 
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